
平成２６年１２月の大雪により、県西部の山間地域では長期間の停電が発生しました。

電気や水、ガスなどの燃料の途絶に備えましょう。家庭では、懐中電灯や乾電池、カセットコンロなどの準備、

風呂の残り湯の貯めおきも有効です。事業所では、自家発電機の整備など必要な対策に取り組みましょう。

毎月１点検運動 １２月テーマ『電気等ライフライン』

「ライフラインの途絶」を想像してみよう！

「オール電化」「プロパンガス利用」「都市ガス利用」「太陽光発電」など、自宅の状況と、

熊本地震や東日本大震災のライフライン復旧実績を比べ、我が家のウィークポイントを考えましょう。

断水への備え断水への備え停電への備え停電への備え

風呂の残り湯

○ 懐中電灯・乾電池・ランタン・ラジオ
※ヘッドライトは、 両手が使えて便利です。

○ 充電器（手巻し式・太陽電池）

○ 自動車用の電源アダプター

○ 携帯電話の予備バッテリー
※携帯電話は、常に充電をしておく。

※携帯電話に登録している連絡先は、
手帳などにメモをしておきましょう。

○ 飲料水 ※備蓄の目安

1人･1日･３ℓ×３日分＝９ℓ
（できれば７日分）

○ 給水タンク（ポリタンク）、バケツ
※場所をとらない「給水袋」も市販されています。

○簡易トイレ、ボディシート、水のいらないシャンプー

○ くみ置き水
※風呂の残り湯は、断水時には、
初期消火や、トイレを流したり、
清掃などに活用できます。

○ 経験者が語る 「災害の時に欲しかった物」

とくしま災時記（１２月編）

2014（平26）年 12/5～6 県西部の大雪（集落孤立864戸）
1988（昭63）年 12/15～16 宍喰・海南町の山火事（60ha）
1946（昭21）年 12/21 昭和南海地震 Ｍ8.0
1605年 12/16 慶長地震(東海・東南海・南海地震) Ｍ7.9

「いざというときに困らないため、今から備えよう！」

１ 「毎月１点検運動」 ～みんなで減災対策～


